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(5月下旬号)

明
年
八
月
に
は
議
電
開
始

(第104号、

産
業
界
の
動
力
セ

ン
タ
ー

火
力
発
電
所
晴
れ
の
起
工
式

りよ!!. 政市村大(旬刊)昭和 31年5月20日

市

内

で

(-') 

タ
バ
コ
は

防
犯
組
合
映
画
は

5
月

幻

日

(
水
)
昼
正
午
、
か
ら
二
回、

夜
七
時
か
ら

一
問
。
松
竹

(
堕
の
一
家
、
爆
笑
青
春
列
車
〉
中
央
ハ
未
成
年
、
忘
れ
た
い
よ
〉
大
洋
ハ
見
合
抜
行
、
大
江
戸
前
廿
双
占ハ
V

の
三
舘
で
上
映
ハ
会
員
稼
一
仰
向
〉
、
多
町
叡
蜘
仰
・
客
観
〈
制
作
さ
い
・



(二)

一
そ
れ
だ
け
K
、
防
除
吃
徹

一

色
す
ぐ
作
物
の
巾
忙
食

一
三
ろ
を
食
害
す
る
が

策一

に
限
ら
れ
て
い
る
主
い
「
減
を
期
す
に
は
、
加
害

一分
が
幼
虫
を
殺
す
こ
と
を

『
ヤ
ガ
イ
そ
は
、
そ
の
畑
か

蛾

一

一
底
し
か
熱
意

2
2ぃ
一

い
入
手
)
さ
が
多
い
。
夜
が
低
く
な
る
さ
中
心
部
一

j
)主
で
あ
る
。

一

作
物
別

に
か
な
り
め
ん
一
ね
ら
っ
た
も
の

で
あ
る
。
一
ま
た
は
収
納
舎
に
お
い
て

号

…

一

1
撲
滅
で
き
た
い
し
、
池
一幼
虫
川
敏
し
上
う
に
行
動
↑
深
く
食
い
込
む
。
一
塁
一
片
山
、
一
年
間
に
数
て
ゆ

っ
た
防
除
計
一
闘
を
立
一
そ
こ
で
勢
い

他
の
害
虫
ょ
一

f
1英
字
乞
利
用
し

一

一断
す
れ
ば
想
像
も
ぞ
ラ
た一

し
、
特
に
物
一
音
に
感
じ
ゃ
一
イ
モ

の
食
害
の
あ
と
左
み
一
廿
代
を
く
り
返
し
て
繁
一
て
て
、
防
除
を
実
施
す

一・り
も
撒
布
回
数
を
多
く
し
一
て
、
く
ん
え
ん
消
毒
を
必

ィ

…

一

い

よ

う

な
被
害
を
み
ろ
場
一す
い
。
奨
で
は
く
ね
く
ね

…る

さ
、
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
左
一
殖
が
盛
ん
で
あ
り
、
撲

一

Z主
で
あ

る

。

一

左

け
れ
ば
を
ら
な
い
が
、
一
?
?
。
こ

の
場
合
の
難

問

…
「
汐
ヤ
ガ
イ
ア
ナ
ス
科
作
物
の
被
害
が
み

一

筋
肉
に
わ
た
っ
て
い
る
一
で
あ
る
。

寸

市

川
は
抗

日
U
1
一針
しれ
一
一
勧
川
口
，M
い
れ

γ
一

防

除

法

の

要

点

一

一

吋
湖
一
一
一
一
れ
れ

h
r
R…
持

品

バ
い
川
北

川
一
蛾
」
が
じ
ゃ
が

一ら
れ
た
口

一

一

必
や
J
H
ま
た
は
、
く
わ
傷
一
ル
グ
化
し
、
犬
部
分
が
同
一

ωジ
ャ
ガ
イ
モ
峨
の
加
害
一
期
凶
や
幼
虫
期
間
が
短

一特
殊
加
工
ヱ
ロ
シ
デ
シ
乳
一
ロ
マ
イ
ド
を
、
夏
は
二

t

ジ
一
い
も
わ
害
虫
と

由昭
和
三
十
年
に
は
袋
、

一

ジ

ヤ

ガ

ペ

モ

ガ

ω形
態

五

ど

か

ら

食

い

入

り

、

高

で

か

え

っ

て

い

る

E
Z
寄
生
し
て
い
な
い
額
三
い
か
ら
、
摘
抹
回
数
を

一剤
三
百
倍
液
、
ヵ
メ
グ
ロ
一

二

・
五
ポ

ン
ド
で

二
土

ニ

し
て
、
初
め
て
発

R
3
れ

愛
媛
雨
豚
下
お
よ
び
我
が

一

一
泊
時
に
は
表
皮
に
近
い
も
こ
一
特
徴
で
あ
る
。
一
ヤ
ガ
イ
モ

を
使
用
す
る
一
多
く
す
る
必
要
が
あ
る

一
シ一

号
乳
剤
三
百
俗
液
、
一
時
間
、
各
は
三
ポ
ン
ド
四

た
の
は
、
今
か
ら
百
年
前
大
村
市
に
も
発
見
さ
れ
た

一
「
ク
ヤ
ガ
イ
モ
賊
」
ほ
混
一
長
く
、
夏
季
高
協
の
主

き

一

一

三

と

。

一

劫

薬

剤
の
撒
布
を
行
う
こ

一P
M
乳
剤
丘
百
倍
液
、
特
一
時
間
を
標
準
主
す
べ
き
で

ご

八

五
四
年
J

オ

1
こ
の
で
あ
る
υ

一度

の

影

響

非
常
K
敏
感
五
短
時
白
で
一
世
代
名
一

防

除

は

冒

』

の

よ

、

7
に

一

つ

ま

り

一
仰

の
イ

Z
一

と

一
殊
加
工
D
D
T
乳
剤
凶
百
一
あ
る
。
ま
た
加
害
イ
モ

ο

わ
れ
い

h
w
v
訟
に
わ
刀
リ
h
r
M
γ
一日

時

制

下

一

組

幹

三

m
v
M
m川
沿

ぷ

一

綿

密

な

計

画

で

完

全

撲

滅

を

一

服

花

山

川

辺

介

一

汗

抗

日

即

日

γ
一
日
刊
旧
制
ー
時
十
日
い
百
川
、
一
川
町
長
一
一
一
一

e

く
在
っ
た
の
は
今
か
ら

害
l
、
広
島
燃
の
例
で

は一

日
本
で
は
広
島
燃
で
だ
い
一
を
ひ
ろ
け
た
時

の
開
長
は
一
三

の
虫
は
幼
虫
が
害
を
加
一
ヤ
ガ
イ
モ
な
き
ナ
ス
科
一
り
、
ま
た
イ
モ
の
芽
や
一
全
吃
行
え

る
と
考
え

る
一
三
百
倍
液
が
殺
虫
効
巣
が
一
う
か
、
あ
る
い
は
υ
D
T

一一
一千
年
前
ご
ろ
〈
一
九
二
グ
パ
コ

の
牧
量
を
六
O
%
一た
い
七
回
、
長
崎
勝
で
は
一
十
六
ミ
り
く
ら
い

で
、
金

一
え
る
o

同
然
の
野
外
で
幼
一
作
物
の
大
害
虫
、
と
を
〈v
一
ク
ワ
の
傷
な

E
に
は
好
一
三
と
は
無
越
で
あ
る
o

一高
い

。

一

五

パ

ー

セ

ン

ト
粉
剤
を
イ

丘
1
六
年
ぜ
か
ら
で
あ
る

一減
少
さ
常
貯
脚
じ
ゃ
が
い

一八
問
の
発
作
一
記
鍛
'
が
あ
る
一
休
の
色
は
淡
成
制
色
、
黒
一
虫
の
食
害
そ
認
め
た
の
は
一
三
さ
は
明
ら
か
で
あ
る一

ん
で
産
卵
す
る
傾
向
が
一

ま
た
こ

の
習
性
と
し
て
一
前
記

刀
各
掃
阿
部
剤
は
百
一
を
千
貫
当
わ
五
キ
ロ
グ
ラ

河
本
で
は
早
く
か
ら
三
刀

一も
の
一
O
O
%
が
食
害
を

一の

で
、
お
そ
ら
く
一
年
に
一
褐
色
の
模
様
が
あ
る
。
飛
一

みノ

ス
科
植
物

ο
み
で、

ト
一
そ
こ
で
日
本
で
初
め
て
の
一

あ

る

。

一

下

英

や

葉

の

裏

、
室
に

一

倍

波
で
も
ゾ
ヤ
ガ
イ
モ
一
ム
を
ま
い
て
粉
衣
し
て
貯

虫
が
入
ら
在
い
上
う
吃
替
、
つ
け
た
干
と
も
あ
答
。
ま

一五
阿
ー
か
ら
八
回
く
ら
い
繰
一
ぷ
力
ほ
弱
く
、
地
表
近
く
一
ウ
ガ
一
フ
シ
〈
県
実
て
グ
一
植
物
防
疫
法

の
僚
項
を
適
一
貯
減
中
の
イ
モ

で
は
加
一
よ
く
産
卵
す
る
か
ら
、
一
ナ
ス
に
吹
禁
容
が
な
い

一放
す
る

戒
し
て
、
巌
重
在
検
査
や

一党
福
岡
懸
で
は
ト
マ
ト
の

一返
す
も
の
で
あ
るロ

一
す
れ
す
れ
吃
一飛
ひ
、
あ
ま
一
パ
コ
(
輩
、

葉
〉

、
ク
ャ
一
周
し
た
、
緊
急
防
除
が
行
一
害
イ
モ
か
ら
幼
虫
が

は
一
三
の
部
分
に
よ
く
繋
が

一

ょ

う
で
あ
る
が
、
グ
パ
一
切
貯
減
廊
お
よ
び
収
納
合

ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
輪
ヘ
禁
止

一果
実
が
五
七
%
害
3
れか一

一
越
冬
憎
態
収
特
別
の
形
一
h
v
灯
火
に
誘
わ
れ
在
い
。
一
ガ
イ
モ
ハ
菜
、

輩
、

い

も

一

わ

れ

て

い

る

。

一

い

出

し

て

、

他

の
イ
モ
一

つ
く
よ
う
に
か
り
る

こ
一

コ
の
場
討

に
は

カ
メ
ク

一
の
消
毒

を
し
て
い
た
が
、
不
幸
に

-事
例
も
あ
る
。

欧
米
の
過
一
態
が
在
く
、
成
虫
ハ
が
一
帯
命
は
十
七
日
か
ら
約
一
一
て
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ヒ
一
こ

の
虫
を
防
除

L
よ
う
と
一
に
移
動
す
る
こ
守
』
も
あ
一
主
ロ

一一
-令
以
下

の
若
い

一

ロ
ン

一
号
J

一百
倍
で
新
一的
掘
残
し
イ
モ
の
授
芽
株

し
と
の
虫
が
発
足
さ
れ
て
十・去
の
発
生
加
害
の
実
情
ム
て
卵
、
幼
虫
お
よ
び
一
カ
月
く

ら
い

で

あ

る

。

一

ラ

ナ

ス

、

キ

ン

ギ

ン

ナ

ス

一

す

る

場

合

、

考

え

て

お

か

一

る

。

一

幼

虫

に

は

効

巣

が

高
い
一

一
捕
に
そ
ザ
イ
ツ
ク
症
欣
一

配
除
去

か
ら
百
年
後
の
昭
和
二
十

一ら
&
て
、
前
記
の
よ
ろ
な
一
秒
ナ
ギ

の
ど
れ
で
も
越

一

卵

は
円
形
で
黄
白
色
、

一
ピ
(
共
医
薬
お
よ
び
果
実
一
ね
ば
在
ら
在
い
こ
と
は
、
一
例
被
害
葉
お
よ
び
被
害
果

一

が
、
老
令
幼
虫
に

は
効
一

に
似
に
部
害
が
認
め
ら
一
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
完

拾
ーι
掬

八
年
五
月
に
、
広
島
県
に

一わ
が
関
陀

お
け
る
被
警
は
一
各
し
越
各
し
た
サ
ナ
ギ
一
真
珠

の
よ
う
友
光
沢
が

一ゾ、

ク
コ

、
ァユ

サ
シ
ゴ
一
第
二
九
他
。
害
虫
三
一
の
摘
採
焼
却

一

果
が
少
左
く
在
る
之
と

一

れ
波
欣

吃
ち
ぢ
む
と
い

一
取
る
こ
と

の
竣
生
む
防
除
法

本
勝
て
は
五
市
二
十
五
町
村
が
発
生
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